
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 子どもの貧困対策（ひとり親家庭支援、フードバンク） 

現状・課題 

・子どもの貧困率は、全国で 13.5％（H30）、堺市で 15.9％（H28）であるが、

ひとり親家庭に限ると全国で 48.1％、堺市で 55.6％と特に高い水準にある。 

・ひとり親家庭は、保護者が一人で家事と育児と仕事を担う必要があり、不安定就

労、養育費確保等の問題から経済的に厳しい状況にある場合が多い。 

・現在、子ども青少年局及び関係局において、生活支援、経済的支援、保護者の就

労支援、貧困の連鎖を防ぐための子どもへの学習支援等を実施している。 

 

取 組 の 

内  容 

・本年度から設置された「子どもの未来応援担当」を中心に関係局（健康福祉局、

産業振興局、教育委員会等）と連携し、民間企業や支援団体等も参画した子ども

の貧困対策を推進する。 

・取組の方向性 

子育て家庭の中でも困窮状態であることが多いひとり親家庭への支援を重点化

し、特に経済的な自立に繋がる支援の強化を検討する。併せて貧困の連鎖を断ち

切るための子どもへの支援の強化の検討も進める。 

・取組の流れ 

①支援対象者の分析：困窮する子育て家庭（特にひとり親家庭）の分析と、対策

を体系化して整理する。 

②施策の再構築：施策の体系化、既存取組の効果検証と再構築、強化すべき取組

の企画立案を行い、①で分析した対象者に対する効果的・効率的な支援を実施

する。（R3事業又は R４予算に反映） 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 支援対象の分析と施策の体系化（6月） 

□ さかい子育て応援アプリの改修、ホームページの見直し、サポートブックの更

新など支援情報の発信強化（7月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※商工会議所等の協力を得て説明

会等を実施（7月） 

 

中期 

（～11月） 

□ ひとり親家庭向けの自立支援（就労支援）の効果検証と再構築 ※R4予算案に

反映（11月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓（11月） 

□ 抱える課題やめざす方向性に応じた「ひとり親交流会」の開催（11月） 

□ 強化すべき取組（フードバンク等）の検討 ※状況によっては年度内の試行実

施も検討（11月） 

 

後期 

（～3月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓（3月） 

□ 強化すべき取組（フードバンク等）の検討 ※状況によっては年度内の試行実

施も検討（3月） 

□ R4予算案事業の実施に向けた検討・準備（12月～） 

次年度 

以降 

 

子ども青少年局 子ども青少年育成部 

子ども家庭課（子どもの未来応援担当） 
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進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 支援対象の分析と施策の体系化の検討（4月～） 

□ フードパントリー事業（「エス・パン！」）の検討、協力事業者の開拓・調整（4

月～） 

□ ひとり親の就業支援、雇用先開拓に関する検討、支援機関・団体との協議（5月

～） 

□ アプリ、ホームページ、サポートブックの更新・見直し（7月） 

□ ヤングケアラーに関する関係機関調整、アセスメントシートの作成（7月） 

中期 

（～11月） 

□ ひとり親家庭自立支援の強化・再構築の検討（～11月） 

□ 「ひとり親家庭 親と子のチャレンジ支援事業」の検討、補正予算提出、事業者

調整、利用者募集（～11月） 

□ ひとり親自立支援交流会「私のキャリアを考える会」実施（11月） 

□ フードパントリー事業（「エス・パン！」）対象者抽出、利用者募集（11月） 

後期 

（～3月） 

□ フードパントリー事業（「エス・パン！」）の試行実施（～3月） 

□ 「ひとり親家庭 親と子のチャレンジ支援事業」の実施（～3月） 

□ R4 事業（SNS 等を活用した就業支援事業等）の実施に向けて予算要求、事業

の検討・準備（～3月） 

堺
市
基
本
計
画 

２
０
２
５ 

該当する 

施策 
3－（5）厳しい環境にある子どもと家庭への支援の充実 

寄与する 

KPI 

児童扶養手当受給者に占める全部支給の割合 

［現状値：堺市59.5％（2019年度）］ 

目標値（2025年度） 

全国の割合を下回る 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
貧困をなくそう 

1 

寄与する 

KPI 

児童扶養手当受給者に占める全部支給の割合 

［現状値：堺市59.5％（2019年度）］ 

目標値（2023年度） 

政令市の割合を下回る 

 


